
行者塚古墳出土品 　みどころ解説つ ぼ が た は に わ

そもそも「埴輪」とは？

埴輪は、古墳を飾るために作られた土の焼き物です。形や使い方から円筒埴輪と形象埴輪に大別できます。

円筒埴輪は、大きな土管の形をしています。古墳の墳丘や堤の上などにたくさん並べ立てられて、死者や

お墓を守るための結界として用いられたと考えられています。

形象埴輪は、モノや人・動物などをかたどった埴輪で、時代によって様々な種類があります。

壺形埴輪のルーツ

壺形埴輪は飲食物をお供えするための壺をかたどった埴輪です。奈良県の桜井茶臼山古墳など、古墳時代の

初め頃に造られた古墳では、二重口縁が特徴的な「壺形土器」が出土しています。この土器の底部には丸い

穴があけられていて、本来の使い方をしない＝死者に捧げるために作られた特別な壺、と考えられてます。

壺形埴輪は、この壺形土器を祖形として作られ始めたのです。

行者塚古墳の壺形埴輪は、各造り出しや方形埴輪列の周辺から出土しています。円筒埴輪のそばから

見つかることが多いので、円筒埴輪の上に載せて使われていた可能性があります。

この２点は、どちらも西造り出しから出土した壺形埴輪で、破片から全体の形を復元できたものです。

ラッパのように大きく開いた口縁部とドーム状の肩部は壺の上半分を表現しています。口縁部の途中にある

段差は、「壺形土器」の二重口縁の名残りだと思われます。下半分は円筒埴輪のような形で、台部には

透かし孔があいています。肩部と台部の境には鍔状の出っぱりが付いていて、ちょうど円筒埴輪の上に

引っかかるようになっているので、セットしやすくするための工夫のようです。

どちらも高さは 50cm 程度で似た形をしていますが、見比べてみると細部は少しずつ違います。

口縁部の開き方、二重口縁の作り方、肩部から鍔部にかけての形など…

どっちの方が壺っぽく見えるかな？なんて考えながら観察してみてはいかがでしょうか。
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※画像は同スケール
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ここに注目！


